
平成２３年度〔児童生徒のコミュニケーション能力の育成に資する芸術表現体験〕について
（文化庁「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」のメニュー）

芸術家による表現手法を用いた計画的・継続的なワークショップ等の実技指導を実
施することにより，芸術を愛する心を育て，豊かな情操を養うとともに，コミュニケー
ション能力の育成を図る。

成果

小・中・高等学校等

平成23年度 ２億円
※「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」47億円の内数

（文部科学省初等中等教育局）

○芸術家や劇団員等と担当教師が連携し，
計画的・継続的なワークショップ等を実施

教育委員会等

○開催校への指導・助言等
○地域への周知・普及

◆国語・音楽等の教科，総合的な学習の時間，
特別活動（学校行事等）

◆表現手法を用いた創作過程を含むワークショップの実施
◆年間３～１２回実施

◆演劇，ダンス・舞踊，伝統芸能，大衆芸能，文学，
メディア芸術，音楽，美術 等

コミュニケーション教育の推進

派遣

など

コミュニケーション教育推進会議

・演劇・ダンス等の芸術表現を用いた学習プログラムの開発
（その他期待される効果）
・国語をはじめとする各教科の学力向上
・問題行動への効果的対応 等
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○学校のニーズに合わせて芸術家を
コーディネート

○事前準備・事後評価を効果的に実施

指導・助言
調整

協力



平成23年度〔児童生徒のコミュニケーション能力の育成に資する芸術表現体験〕
（「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」）

のポイント

子どもたちに対し，芸術家による表現手法を用いた計画的・継続的なワークショップ等の実技指導を実施すること
により，子どもたちの芸術を愛する心を育て，豊かな情操を養うとともに，コミュニケーション能力の育成を図る。

○目的

○平成２３年度の事業のポイント
（事業内容）
・NPO法人等のコーディネーターも活用しつつ，芸術家や劇団員と学校が連携し，児童生徒のコミュニケーション

能力の育成を目指した計画的・継続的なワークショップ等を実施

（実施方法）
「Ⅰ 学校からの直接申請による実施方法」と「Ⅱ コーディネーターを活用した実施方法」の２本立てにより，一層
の効果的・多面的な事業展開を図る

（分野）
・従来の実施分野に「文学，メディア芸術，音楽，美術等」を追加し、多様な芸術表現分野において実施

（経費負担）
・学校・芸術家・コーディネーターの三者による事前・事後の打ち合わせ等の経費について，コーディネーターの業
務経費（人件費，旅費，一般管理費）から支出可能とした（Ⅱの事業スキームの場合）

（事務手続き）
・事務手続きの簡素化による学校の事務負担の軽減（申請時において，開催日を決めていなくとも申請可）

（募集時期）
・学校からの募集時期を，Ⅰは１～３月，Ⅱは６月以降とし，学校の実態に合わせた申請ができるよう改善
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○22年度からの改善点

Ⅰ 学校からの直接申請による実施方法

・申請手続きの簡素化による学校の事務負担軽減
（申請時には開催日の決定は不要）
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○本実施スキームによるメリット

・学校のニーズに応じた芸術家派遣
・地域を拠点とした重点的な事業展開
・コーディネーターによる書類作成など学校の事務負担軽減
・芸術家等への経費精算等の支出手続きが迅速化
・NPO法人等のコーディネート活動に必要な人件費・旅費・一般管理費を経費負担

・コーディネーターを中心とした事前準備・事後評価の効果的な実施

Ⅱ コーディネーターを活用した実施方法
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平成23年度においては,従来の実施方法（Ⅰ）に加えて，コーディネーターを活用（Ⅱ）した事業展開を行う

・NPO法人が近隣になくても，全国どの地域・学校からでも申請が可能

○本実施スキームによるメリット
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平成２３年度〔児童生徒のコミュニケーション能力の育成に資する芸術表現体験〕の実施の流れ

学校からの直接申請による実施方法（Ⅰ） コーディネーターを活用した実施方法（Ⅱ）

１月２４日学校の募集開始

コーディネーターの募集開始

３月１１日申請〆切

申請〆切

４月下旬開催校の決定

２月末

コーディネーターの決定

学校の募集開始

７月下旬

コーディネーターと文化庁との委託契約

開催校の決定

学校からの申請〆切

審査

審査

それぞれのコーディネータが活動
地域で募集

コーディネーターから学校の
実施計画書の文科省への提出

事業実施

事業実施

申請

申請
２月１７日

３月１８日

６月上旬

委託契約手続き

７月末以降
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